
はじめに 

 

 本書は、私のウェブサイトのブログ「小閑雑感」の文章のうち、2006 年７

月から10月までに書いた89篇をまとめたものである。単行本の『小閑雑感』

シリーズでは８巻目になるので「Part 8」とした。前著の『Part 7』は 93篇

で320ページになったが、本書は、篇数が減ったもののページ数は増えて、本

シリーズで最多の328ページとなった。その一因は、上記のブログにはなかっ

た写真を 14 点加えたことである。これらの写真は当時、私のサイトの英語の

ページに載っていたものだが、単行本化を機会に、日本語の読者にも見ていた

だこうと思い、一部だが本書に収録することにした。 

 

 写真追加の理由は、もう一つある。それは近年になって、私のスケッチや絵

を描く機会が減っているからだ。本書に収録されている文章に添えられた絵は、

わずか１点。これでは「絵や写真が多い」という本シリーズのコンセプトが成

り立たず、また、それを支持してくださった読者の期待にも応えられない－－

という理由である。掲載写真について付言すれば、これら○点はすべて、ニコ

ンの Coolpix 775 というデジタルカメラで撮影した。この機種は、今ではす

でに“旧式”の部類に入っているが、発売当時は画素数や多機能性を売ってい

た。しかし、私はその多機能をほとんど使わず、もっぱら「オート」で撮影し

た。撮影画像は、色調が「青」に傾くクセがあったので、パソコン上で微修正

してウェッブ上に掲載したものが多い。 

 

 さて、今回“シリーズ物”として扱った主題は前著よりずっと多く、10もあ

る。それだけ注目すべきテーマが多かったということだ。それを羅列すると－

－６回続いたのが「イスラームはどうなっている？」で、５回が「肉食を考え

る」、３回が「北朝鮮の核実験」と「受精卵を壊さないＥＳ細胞の道」と「ロー

マ法王の失言」、２回が「“偶然はない”ということ」「夫の死後に妊娠する」「聖

者の生首」「表現者の悩み」「代理母をどう考えるか？」「核拡散時代への対応」

となる。これらの主題を概観すれば、この時期に起こったことと私の興味の対

象が大体想像できる。 

  

 本巻の特徴は、巻末の「ジャンル別索引」を見ると明らかだ。「宗教・哲学」

と「経済・政治・国際」に関する文章がともに 34 篇もある。前著ではこれが

23篇だった一方、「地球環境問題」に関する文章が42篇もあった。本巻では、

それに関するものは 24 篇だ。ということは、本巻がカバーする時期に、世界

では宗教や哲学に関係した国際的、政治的問題が多く起こったか、あるいは私



がそういう問題に注目したか、あるいはその両方である。具体的な問題につい

ては、索引が教えてくれる。これらの中で、“シリーズ物”としたテーマについ

て以下、少し解説しよう。 

  

「イスラームはどうなっている？」という６回の続き物は、イギリスからアメ

リカへ向う旅客機を何機も爆破するテロ計画が発覚したというニュースに触発

されて書いた。容疑者として拘束された人のほとんどがパキスタン系イギリス

人ということで、彼らの信仰するイスラームが、９・11(2001 年)やロンドン

のテロ(2005 年夏)に続いて、またもや無差別大量殺戮の原動力になっている

ことを、宗教者としてどう説明するかという問題意識が、私を動かした。この

シリーズでは、主としてイスラーム過激派の思想的基盤であるスンニ派ワッハ

ーブ主義の考え方を解説している。しかし、ワッハーブ主義者はイスラームで

は少数派であることを忘れてはいけない。 

 

 イスラームとの関連では、３回シリーズの「ローマ法王の失言」と２回の「聖

者の生首」を併せて読むことをお勧めする。ワッハーブ主義の解説は、イスラ

ームのいわば“内的視点”を提供するが、この２つは、そのイスラームを西側

－－特にヨーロッパ－－がどう扱っているかという“外的視点”を示す出来事

だった。 

 

 前者は、ベネディクト16世が故郷のドイツの大学で講演した際、「イスラー

ムの伝統は反理性的である」と批判したと受け取られたため、イスラーム社会

の反発を買ったことだ。私はここで、イスラームには理性を重んじる長い伝統

があることを書き、さらに「イスラームの理性主義」という一文を加えて、具

体的な思想家の名前や、それに対する専門家の評価を紹介した。一方、後者は、

ベルリンでの上演が予定されていたモーツァルトのオペラ中に、イスラームの

開祖・モハンマドの生首が展示されるシーンがあったため、オペラハウスが公

演中止を決めたという報道について書いたものだ。これは結局、オペラハウス

の“過剰反応”だったが、ヨーロッパのイスラームへの態度が象徴的に現れた

出来事と言えよう。 

 

 ５回の続き物となった「肉食を考える」は、７月に東京で行われた生長の家

教修会のテーマとなった「肉食」を、現代の信仰者としてどう考えるべきかに

ついて、この教修会での発表の一部を紹介する形で書いたものだ。多くの宗教

には、何を食べ何を食べないかを定めた「食物規定」が存在するが、その決ま

りは同じ宗教内でも「時代とともに変遷する」ことが教修会で確認されたこと



は重要である。また、これらの食物規定は、それぞれの宗教の“神髄”ではな

く、異なる宗教との関係において、ある宗教を別の宗教と区別する“差別化”

の指標として役割を果たしてきたと言える。だから、肉食の世界的な増加によ

って、地球環境問題や食糧問題が深刻化している今日、宗教運動が現代にふさ

わしい新しい、地球規模の食物規定を提唱することには、大きな意義があると

私は考える。 

 

 本巻では３回の掲載となった「北朝鮮の核実験」は、２回シリーズの「核拡

散時代への対応」と共に読むことによって、極東アジアの安全保障問題に関し

て１つの視点を提供するはずである。この問題は、しかし宗教とはほとんど関

係がない。もし関係があるとすれば、日本は“心の法則”を正しく使って、近

隣諸国が不要な猜疑心を起こさないようなメッセージを発信する必要があると

いう点くらいだろうか。生長の家の大調和の教えから言えば、そのメッセージ

が「核武装」であることはあり得ない。 

 

 最後に、本シリーズを愛読され、またブログのコメント欄に書き込んでくだ

さるなどして応援して下さったすべての人々に、この場を借りて絶大な感謝の

意を表したい。そして、今後ともさらなるご指導、ご鞭撻をお願い申し上げま

す。 

  

 2006年７月12日 

                           谷口 雅宣 拝 
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